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１．定期点検表 

 下期項目に従って、必ず点検を実施して下さい。 
 

点 検 箇 所 
運 転 時 間 

もしくは期間 
点 検 内 容 処   置 

備 

考 

燃  料 

エンジンオイル 

真空ポンプストレーナ 

ランプ類 

ガバナ室オイル 

 

使用後毎 

使用後毎 

使用後毎 

使用後毎 

50時間毎／３ヶ月毎 

 

タンク内燃料 

タンク内オイル 

ゴミの付着 

点灯 

オイルゲージに

て点検 

補給 

補給 

清掃 

交換 

必要により補給 

 

 

バッテリ      １ヶ月毎 電圧 必要により交換  

スタータロープ      １ヶ月毎 摩耗、破損 交換※  

スパークプラグ 50時間毎／１ヶ月毎 
汚 損 状 態 や 

ギャップ 

清掃・修正又は 

交換 
 

真空ポンプＶベルト 100時間毎／１年毎 
摩耗、亀裂 

延び 
交換※  

燃料系統 

 

 

 

 

50時間毎／１ヶ月毎 

 

 

 

 

フィルタ内汚れ 

や水の有無 

各パイプ及び結 

合部の燃料にじ 

み 

交換※ 

 

交換※ 

 

 

 

冷却水通路 100時間毎／１年毎 水温、水量 必要により交換 ○ 

ポンプ関係 
50～100時間毎／ 

１年毎 
性能確認 必要により交換 ○ 

放水バルブ関係 
50～100時間毎／ 

１年毎 

真空漏れ、ハン 

ドルの開閉重い 

必要により交換 

専用オイル充てん 

○ 

○ 

圧縮圧力 100時間毎／１年毎 標準圧縮圧力 必要により交換 ○ 

全 部 品 300時間 ／３年毎 オーバホール 必要により交換 ○ 

注 １）備考欄に○印を付した項目についての点検及び処置並に処置欄※印につい 
ては販売店に依頼して下さい。 

  ２）運転時間もしくは期間は先に到達した方で実施して下さい。 

定 期 点 検 



 

 

 

２．定期交換部品表 

推奨する定期交換部品を下表に示します。 

 

部品名称 推奨交換期間 発生不具合 

・スパークプラグ １年 電極の消耗による始動不能 

・燃料パイプ ２年 劣化による燃料漏れ 

・バッテリ ２年 寿命 

・オイルパイプ ３年 劣化によるオイル漏れ 

・真空ポンプ駆動ベルト ３年 摩耗によるスリップ 

・その他のゴム類 ２年 劣化による機能低下 

・スタータロープ ３年 摩耗による切れ 

・燃料フィルタ ３年 ゴミつまり、水混入による始動不能 

・放水バルブ逆止弁（ゴム） ３年 摩耗、劣化による機能低下 

・メカニカルシール ３年 摩耗による吸水不能 

・オイルレス真空ポンプベーン ３年 摩耗による吸水不能 

・キャブレタ 10年 腐食による始動不能 

・燃料タンク 10年 腐食による機能低下 

 

分解時の同時交換部品 

・ガスケット類 

・Ｏリング類 

・折座金 

・割ピン 

・スプリングピン 

・Ｅリング類 

定 期 点 検 



 

 

 

１  主要諸元  ................................................ １ 

２  警告ラベル貼付位置  ...................................... ３ 

３  主要部名称  .............................................. ４ 

４  使用前の準備  ............................................ ６ 

５  オペレーションパネルの使い方  ............................ ７ 

６  各装置の作動説明 .......................................... ９ 

７  取扱い要領  .............................................. 11 

 １．運転前の準備  ........................................... 11 

 ２．ポンプの設置  ........................................... 14 

 ３．始  動  ............................................... 15 

 ４．吸  水  ............................................... 16 

 ５．放  水  ............................................... 17 

 ６．停  止  ............................................... 20 

 ７．運転後の処置  ........................................... 21 

 ８．寒冷時の注意  ........................................... 27 

８  付属品の取扱要領  ........................................ 29 

９  点検・整備・格納  ........................................ 32 

10  不調原因早見表  .......................................... 33 

11  付属品一覧表  ............................................ 36 

12  配 線 図  ................................................ 37 

 

目    次 



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212

1313



－ 33 － 

 
バッテリの電圧不足 
バッテリ端子の締付不足 
ヒューズの切れ 
コード類の結線ゆるみ 
スパークプラグのキャップの外れ 
スパークプラグの締付不良 
スパークプラグの焼損、汚損、ブ 
リッジ  

 
 燃料タンク内の燃料不足 

燃料バルブ閉 
悪臭を放つ古い燃料の使用 
パイピングや燃料フィルタに異物の

つまり 
キャブレタ内の異物つまり 
スロットルダイヤルが“始動・吸水”

位置でない  
 
 オーバーヒートセンサ作動 

エンジン圧縮不足 
 エンジンオイルなし  

 
 

 

始 
 

動 
 

不 
 

能
 

※ 

※ 

※ 

電 
気 
系 
統 

燃 
料 
系 
統 

そ 
の 
他 

エ 
ン 
ジ 
ン 
関 
係 

 

 

  始動不能の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  備考）※印はオペレーションパネルでチェック出来ます。 

 

10  不 調 原 因 早 見 表 
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吸管入口が水面上にある 
吸管系の締付不良 
吸管系のパッキン不良 
吸管系の亀裂・穴あき 
真空計用ゴムホースと亀裂 
 
ポンプ排水バルブが開いている 
マフラ排水バルブが開いている 
 
バキュームパイプ 
真空ゲージパイプ 
 
Ｖベルト破損、摩擦 
レバーが作動しない 
ロータやシャフト焼付 
ベーンの破損 
ゴミのつまり 
ダイヤフラム亀裂 
 
ゴミ付着 
異常摩耗 
 
“始動・吸水”位置でない 
 

吸込落差が高すぎる 
吸管ストレーナ部に塵芥、泥、 
ビニール等のつまり 
 
吸管入口が水面付近にある 
吸管が山なりになっている  

吸 管 系 
の 不 良 

バ ル ブ 類 
の閉め忘れ 

パイプ結合
部のゆるみ 

真 空 ポ 
ン プ 不 調 

逆 止 水 弁 
止水弁不調 

メ カ ニ カ 
ル シ ー ル 

ス ロ ッ ト 
ダ イ ヤ ル 

 

 

真空は形成する 

真空形成と 
 落水繰返し 

真 
空 
を 
形 
成 
し 
な 
い 

吸 

水 

不 

能 

 

 

  吸水不能の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10  不 調 原 因 早 見 表 
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  吐出不足の場合 

 
 

吸管の長さが長すぎる。吸込落差が高すぎる。

ストレーナ部にちり、ゴミ、泥、ビニール等

の付着 
管路内にちり、ゴミ、泥、ビニール等の付着 
結合部締付け不十分 
パッキンのシーリング不良 
 
放水バルブハンドル半開 
インペラのちり、ゴミ、泥等のつまり 
ガイドベーンのちり、ゴミ、泥等のつまり 
インペラ、ガイドベーンの変形、摩耗 
ポンプカバーのボルトのゆるみ 
 
ノズル径不適合 
ノズル開口不足 
ノズルのつまり 
 
調速リンクの外れ 
スロットルダイヤルの開度不足 
チョークバルブが全開でない 
悪臭を放つ古い燃料の使用 
燃料タンク内の燃料不足 
燃料バルブ開度不足 
燃料系統のつまり 
キャブレタ内の異物つまり 
スパークプラグの焼損、汚損  

 

 
 

吐 

出 
 

吸 

管 

ポ 
ン 
プ 

エ 
ン 
ジ 
ン 

吐 

出 

不 

足 

10  不 調 原 因 早 見 表 
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品    名 数 量 記      事 

取 扱 説 明 書 

工 具 袋 

工      具 

 

スパークプラグ 

パイロットランプ 

揚 水 用 ノ ズ ル 

自 動 充 電 器 

ヒ ュ ー ズ 

ヒ ュ ー ズ 

根 本 接 手 

ビニールパイプ 

カ バ ー 

１冊 

１個 

１個 

１個 

１個 

１個 

１個 

１個 

１個 

１個 

１個 

１個 

１枚 

 

工具を収納 

ソケットレンチ 21mm 

ソケットレンチハンドル 

ＮＧＫ ＢＰＲ７ＨＳ－10 

12Ｖ－3.8Ｗ 

 

12Ｖ（セル付専用） 

15Ａ（セル付専用）※ 

 5Ａ（セル付専用）※ 

呼び65 

φ７×φ10×300mm 

 

 ※付属品ヒューズは、本機ヒューズボックスに取付けられています。 

 

11  付 属 品 一 覧 表 
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12  配  線  図〔VC62A/52A/42A〕  
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12  配 線 図〔VC82AS/72PRO/72AS/62PRO/62AS/52AS/42AS〕 

※
印

 
Ｖ
Ｃ
8
2
Ａ
Ｓ
は
除
く
。
 

※
 

 



1310（タ）500
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営 業 品 目

△

消防ポンプ　

△

防災システム

△

小型全自動消防車　

△

軽四輪駆動消防車

△

船　外　機　

△

プレジャーボート

△

輸送用冷凍装置

本　　　　社　〒174  -  0051　東京都板橋区小豆沢３－５－４
　　　　　　　　　　　　　電話（03）3966－ 3 1 1 5（防災営業部）
防  災  九  州　〒812  -  0892　福岡市博多区東那珂２－10－55
　　　　　　　　　　　　　電話（092）　  411－８７７０　㈹
防  災  関  西　〒530  -  0043　大阪市北区天満１－８－ 27
　　　　　　　　　　　　　電話（06）　 6358－２９７１　㈹
防  災  中  部　〒174  -  0051　東京都板橋区小豆沢３－５－４
　　　　　　　　　　　　　電話（03）　 3966－３１１５　㈹
防  災  中  央　〒174  -  0051　東京都板橋区小豆沢３－５－４
　　　　　　　　　　　　　電話（03）　 3966－３１１５　㈹
防  災  東  北　〒984  -  0816　仙台市若林区河原町１－５－１
　　　　　　　　　　　　　電話（022）　  398－４８０６　㈹
防災北海道　〒174  -  0051　東京都板橋区小豆沢３－５－４
　　　　　　　　　　　　　電話（03）　 3966－３１１５　㈹

■可搬消防ポンプの整備は信頼ある資格者が行いましょう。


